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航空機搭載衛星通信システムを用いたリアルタイム広域被害状況把握システムの公開実験を実施

平成14年12月25日

１ 背景
防災分野においては、迅速かつ正確な情報把握が的確な災害対策の実施のために不可欠です。災害の規
模が大きいほど、既設の通信･処理施設・設備の破壊、災害時通信の輻輳による通信システムの"マヒ"が発
生し、これを回避するためには、衛星通信を含めた通信回線の多元･多重利用が必要となります。発災初動
時においては、まず、被害状況をいち早く入手して的確な状況判断を行うことが求められ、そのためには、よ
りマクロな観点（航空機による空撮）からのリアルタイム情報入手が非常に有効であると考えられます。 

２ 実証実験の概要
ＣＲＬは、平成９年から、航空機搭載用Ｋａバンド衛星通信システムおよび映像撮影装置を航空機に搭載し、
航空機で撮影した映像信号を、衛星を介して当所鹿島宇宙通信研究センター地球局へ伝送する実験を行っ
てきました。今回は、ＮＡＳＤＡが宇宙インフラの開発・利用を通じてこれからのＩＴ社会に貢献するために推進
している「ｉ－Ｓｐａｃｅ利用実験計画」の防災分野パイロットプロジェクトとして、ＮＡＳＤＡ、ＡＤＲＣ、ＤＡＳと共に
行っている「災害対策に有効な宇宙インフラモデル」の構築を目指した共同実験の中で、近い将来に発生す
ることが懸念されている東海地震、東南海地震、南海地震など広域な地震災害を想定して、地震発生直後に
広域な被災状況を災害対策本部に伝えるリアルタイム被害状況把握システムと超高速インターネットを活用
した全国各地にいる防災専門家への被害情報伝達システムの実験を行います。 

広域に発生した地震被害などの状況を迅速に把握するため、あらかじめ設定した地震発生シナリオに基づ
き、名古屋空港から航空機が出動し、地震発生後、直ちに広域の被災状況を鹿島宇宙通信研究センター内
に設置した（想定）災害対策本部に伝送します。 

なお、本実験の状況を防災関係機関、防災研究者、マスコミの皆様に公開し、合わせてシステムの概要説明
を行います。 

＜連絡先＞
鹿島宇宙通信研究センター
モバイル衛星通信グループ
主任研究員 李還幇
TEL:0299-84-7126 

独立行政法人通信総合研究所（理事長飯田尚志：ＣＲＬ）は、宇宙開発事業団（ＮＡＳＤＡ）、財団法人都
市防災研究所アジア防災センター（ＡＤＲＣ）、ダイヤモンドエアサービス株式会社（ＤＡＳ）等と共同で、次
世代防災衛星通信システムの開発を進めています。 

今回、平成15年1月16日にＣＲＬの鹿島宇宙通信研究センター（茨城県鹿嶋市）で、小型ジェット機に搭載
するＫａ帯衛星通信システムを用いて広域災害の被災地と遠隔地の災害対策本部を結ぶリアルタイム被
害状況把握システムと、併せて全国各地にいる防災専門家への被害情報伝達システムの実証実験を実
施致します。 

実験実施日 ： 平成１５年１月１６日（木） １３：００～１５：００

実験場所 ： 独立行政法人通信総合研究所 鹿島宇宙通信研究センター
（別紙参照）

飛行範囲 ： 神戸市上空 他



＜補足資料＞

リアルタイム広域被害状況把握システムの構成

リアルタイム広域被害状況把握システムは下図のように構成されています。小型ジェット機下部にＴＶカメラを
搭載し、飛行しながら被害状況を撮影し、撮影映像と撮影位置特定装置から得られる地理情報と同時に、航
空機搭載用Ｋａバンド衛星通信システムによってリアルタイムに仮想防災情報センター（ＣＲＬ鹿島宇宙通信
研究センター）に伝達されます。リアルタイム被害状況伝達システムで得られた動画及び静止画は、災害関
係情報機関（アジア防災センター）のサーバーからインターネットを通じて公開します。これにより、被災地か
ら離れた場所にいる防災関係機関や分野別の専門家が、道路導通状況や被災エリア判定など被災状況の
分析を行うことができます。 

同システムは航空機の高速性（900km/h）・広域移動性(4,500km以上)・長時間連続観測（５時間以上）を利用
し、地上通信中継設備を介さずに直接通信衛星を用い、地表条件に制限されない中高度から広域にわたる
初期被害状況をリアルタイムに伝達します。また、災害対策本部等から音声による指示を行うことにより、重
要構造物や防災拠点等を重点的に撮影し、災害発生直後の意思決定に必要な情報収集活動を行います。
航空機搭載用Ｋａバンド衛星通信システムが使用する送受信周波数は航空機では29.845GHz/18.845GHz、
鹿島宇宙通信研究センターでは28.885GHz/19.085GHzとなっています。 



＜別 紙＞

鹿島宇宙通信研究センターへの案内図
（http://www2.crl.go.jp/ka/index-j.html） 

平成１４年３月２０日から鹿島－成田空港間の直行バスの運行が始まりました。
また、平成１４年７月１８日からは鹿島－羽田空港間の直行バスが運行されます｡ 

交通 

ＪＲ鹿島神宮駅より関東鉄道バス「宇宙通信センター」行き（古いバスでは「電波研」行きの表示となっ
ている場合もあり）バスにて約１５分、終点「宇宙通信センター」にて下車。 

高速バス（かしま線：鹿島神宮駅行き：東京駅八重洲南口４番乗り場発：１時間に３～５本）利用の場合
は「鹿島宇宙通信センター前」下車（東京からの所要時間は約２時間です）。 


